
 ◉koshinkyoku exhibition 06◉ 

 藤城嘘「LOOSELEAF ルーズリーフ」 



 作家名  藤城嘘 Uso Fujishiro 

 展⽰期間  2022/12/9〜11,16〜18 

 ステートメント  ルーズ…ゆったりしていて、ゆとりのある、ゆるいさま。 
     解き放たれて、⾃由で、バラバラの。 
 リーフ…⽊や草の葉、そして紙⽚の⼀葉のこと。 

 「ルーズリーフ」は⼀枚ずつが固定されていない、⼊れ替え可能なノートの意味をもちま 
 す。しかし単語に分解してそのまま訳してみると、「だらしない」「葉」といったところ 
 でしょうか。序列から開放されフレキシブルとなる情報の束。そこに植物の葉を連想する 
 名前を重ねることを⾯⽩く思い、タイトルにしました。 

 2020年から私は、グロテスク⽂様・植物⽂様を中⼼とした装飾⽂様への関⼼、また園芸⽂ 
 化への関⼼を制作に反映してきました。前々より「植物とキャラクターの共通性」が唱え 
 られないか、という漠然とした考えを抱いていたのですが、グロテスク⽂様を⾒直したと 
 き、そこでは⽣き物と記号が「"⽣えてくる"かのようなエネルギーを感じさせる、⽣命⼒ 
 の表現」によってまとめられており、腑に落ちたところがあったのです。 

 また、いわゆる「コロナ禍」のなか、⾝体や⾁体について考えることもありました。美術 
 の普遍的なモチーフとしての「⼿指」を描いてみたりするうち、そのフォルムにニョキ 
 ニョキと枝分かれしたかたちを⾒出しました(当たり前の話ではありますが)。樹状に枝分か 
 れした形へエネルギーが流れるとき、それは「脈」という⾔葉で表されます。⽔脈、葉 
 脈、⾎脈など、「脈」のつく単語にはエネルギーの流れが付随します。 

 このような経緯から、この2年の制作を振り返ると、枝分かれし脈をつくるイメージと、外 
 へ外へ伸びていく⽂様のイメージがたくさん登場します。今回は、2020年のパンデミック 
 以後から現在までの、⾊々な思考や状況の中でのゆるりとした絵を⼀同に並べた展⽰とな 
 ります。ごゆっくりお楽しみください。 












